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プラント増設業務における既存設備モデリングシステムの開発 

 

 

1. はじめに 

長崎県では、プラントの増設業務が多いようです。しかし、増設依頼主であるプラント保有者

が既存設備の詳細図面を保有していないケースや、県内増設業者がプラント製作業者から既存設

備の詳細図面を受け取れないケースがあります。この場合、県内増設業者は、プラント寸法をス

ケールやノギス等で計測した結果をもとに既存設備のポンチ絵を作成し、このポンチ絵をもとに

既存設備の詳細図面を作成した上で、増設品を設計しています。こういった状況から、プラント

の増設業務には多大な労力と時間がかかっており、省力化に向けて、自動的に既存設備をモデリ

ングするシステムが求められています。 

 

2. 内容 

本研究では、建築現場で活用されつつあるMixed Realityデバイスを活用し、(a)安価である

こと、(b)計測器の固定が不要で、安定しない場所でも簡便に計測できること、(c)複雑な計測対

象であっても簡便に計測できることを特徴とする自動モデリングシステムの開発を行います。 

 

 

3. 成果の応用例 

開発したシステムは、プラントや船舶、車両の開発設計の支援のほか、ノギスやマイクロメー

タでは難しい大型構造物の幾何公差の評価、大型構造物の組立支援などに適用できると考えてい

ます。 

 

関連する研究事業： 

県経常研究「機械フレームの軽量化設計支援ソフトウェアの開発」（平成27年度～平成28年度） 

県経常研究「プラント増設業務における既存設備モデリングシステムの開発」（令和３年度～令

和５年度） 


